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A child’s sloper pattern production method is similar to an 
adult woman’s sloper pattern production method theoretically, 
but formulas to calculate each point are different. In this study, 
we devised the semiautomatic pattern production of the sloper 
for a child, which unfolded from a woman’s sloper in the 
apparel CAD system. The modified point is minimal, the 
reason is because we used an adult woman’s sloper of the size 
that subtracted 8cm from child’s bust size. We succeeded in 
deriving a theoretical numerical value about the quantity of 





















倉ら 9)，秋山 10)，山本ら 11)，中島ら 12)により各々の教育現場
で独自に提案がなされてきた。本学生活環境学部生活環境学科，
短期大学部生活造形学科（旧家政学部被服学科，旧短期大学部
被服科）では，昭和 62 年度よりアパレル CAD システムを 16
台導入し，アパレル CAD 教育を開始した。導入年度の昭和 62
年度から平成 24 年度までは株式会社トヨシマビジネスシステ
ム“PAD System”6)を採用していたが，平成 25 年度より，東




山本 13)は，系統的にアパレル CAD 技術を習得できるカリキ
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図 1 は子供原型の作図の方法 20)，図 2 は婦人原型の作図の
方法 21)である。また，本論で使用する原型各部の名称及び省
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した寸法で作図する方法である。図 6 は，2 歳標準寸法マイナ










と 2歳標準寸法 21)子供原型（バスト52㎝，背丈21㎝） 
 
これらの方法により，婦人原型を作図する際に，バスト寸法






























用いた作図寸法は，2 歳標準寸法 23)である。 
 
(1) 裾 婦人原型の脇線は，袖ぐり底点からの直下線が裾線上
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図4 自動作図による婦人原型（バスト52㎝，背丈21㎝） と 





描くには，次の 3 通りの方法が考えられる。 
  
方法 1. CAD 上で，全ての線を作図する方法 
方法 2. 自動作図のプログラムを組み，自動で作図する方法 
方法 3. 初期搭載の自動作図による婦人原型を展開する方法 
 






















CAD における教育効果が高いと考えられる方法 3 を採用する
ことにした。 
















婦人原型のバスト寸法を調整する方法を 2 点考案した。 
1 つ目の方法は，子供原型が婦人原型よりもバストサイズ
（身幅×2）が 4 ㎝大きいことから，あらかじめ 4 ㎝加えたバ
スト寸法の婦人原型を使用する方法である。図 5 は，2 歳標準
寸法（バスト 52 ㎝，背丈 21 ㎝）21)プラス 4 ㎝で自動作図し
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では，婦人原型において，基礎線より Y 軸方向に 0.5 ㎝
マイナスしているのに対して，子供原型では基礎線の位置
から高さを変更していない。移動量は全サイズ共通でＹ軸




FSNP（幅）の移動量 ＝????? ? ??? ? ??? ? ?
?
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なることから，図 13，14 に示す?abc，?bde，?aef 及び
?ghi の辺長を求め，そこから算出する方法とした。上述
















2 歳の原型の場合は，プラス方向に 0.83 ㎝移動する（図
8）。計算式は以下である。 
 
BL の移動量＝ ???? ? ? ? ?
?






量は全サイズ共通で X 軸方向に前後各 3 ㎝（前：マイナ
ス 3 ㎝，後ろ：プラス 3 ㎝）移動し，身幅を広げる（図
9）。計算式は以下である。 
 
脇の移動量＝ ???? ? ? ? ?
?








サイズ共通でＹ軸方向にプラス 0.5 ㎝である（図 10）。計
算式は以下である。 
 
FNP の移動量 ＝????? ? ??? ? ? ? ?
?







幅の 2 分の 1，子供原型では，後ろ衿ぐり幅の 3 分の 1 に
0.5 ㎝を足した寸法であり，2 歳の原型の場合は，Y 軸方
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4-1 に述べた CAD 上で一から線を引き，全ての線を作図する
方法（方法 1）と初期搭載の自動作図による婦人原型を展開す
る方法（方法 3）の作図を“CREA COMPO（CC Lite 
Academic）”1)でおこなった場合の操作工程を表 5，6 に示す。















子供バスト-8cm 後ろ 前 後ろ 前 後ろ 前 Y軸 Y軸 前 前 後ろ
50 42 0.23 0.15 -1.32 0.25
51 43 0.24 0.14 -1.34 0.24
52 44 0.25 0.12 -1.37 0.22
53 45 0.26 0.11 -1.39 0.21
54 46 0.27 0.09 -1.41 0.20
55 47 0.28 0.08 -1.44 0.19
56 48 0.28 0.06 -1.46 0.17
57 49 0.29 0.05 -1.48 0.16
58 50 0.30 0.03 -1.51 0.15
59 51 0.31 0.02 -1.53 0.13
60 52 0.32 0.00 -1.55 0.12
61 53 0.33 -0.02 -1.57 0.11
62 54 0.33 -0.03 -1.60 0.09
63 55 0.34 -0.05 -1.62 0.08
64 56 0.35 -0.06 -1.64 0.07
65 57 0.36 -0.08 -1.66 0.06
66 58 0.37 -0.09 -1.68 0.04
67 59 0.38 -0.11 -1.71 0.03
68 60 0.38 -0.13 -1.73 0.02
69 61 0.39 -0.14 -1.75 0.00
70 62 0.40 -0.16 -1.77 -0.01
71 63 0.41 -0.17 -1.79 -0.02
72 64 0.42 -0.19 -1.82 -0.04
73 65 0.43 -0.20 -1.84 -0.05
74 66 0.43 -0.22 -1.86 -0.06
75 67 0.44 -0.24 -1.88 -0.08
76 68 0.45 -0.25 -1.90 -0.09
77 69 0.46 -0.27 -1.92 -0.10
78 70 0.47 -0.28 -1.94 -0.12
79 71 0.48 -0.30 -1.97 -0.13

























































表 3 三角形の各辺の算出式 
三角形 辺 式 
△ghi 
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前ショルダーポイントの移動量は，高さ方向は�abc の





FSP（高さ）の移動量 ＝bc � hi	
	
FSP（幅）の移動量 ＝ac � gi+������� ×ac	
 
2 歳の原型の場合は，後ろ肩線の後ろショルダーポイン
トで 0.12 ㎝縮小し，前ショルダーポイントで X 軸方向に













の場合，背幅は 12.5 ㎝，胸幅は 11.7 ㎝である（図 16）。
計算式は以下である。 
 
   子供原型背幅＝
�
���
� � ���  子供原型胸幅＝
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値入力 パラメータボックス 画面クリック Enter
回数 値入力又は選択回数 回数 回数
1 原型作図 身頃原型作成1 2 1 1
2 裾 移動 磁石モード 2 2 2
3 バストライン 2 2 2
4 脇 2 2 2
5 フロントネックポイント 1 1 1
6 前下がり 1 1 1
7 サイドネックポイント 2 1 1
8 前後ショルダーポイント 2 1 1
9 線の延長・縮小 1 1 1
10 前後中心線 交点カット 4
11 背・胸幅 直線作成 比率点 1 1 1
12 1 1 1 1
13 袖ぐり線 曲線作成 基点 6
14 ノブ・ノード調節 8





値入力 パラメータボックス 画面クリック Enter
回数 値入力又は選択回数 回数 回数
1 基礎線 四角形作成 2 1 1
2 バストライン 基点 1 1 1 1
3 脇線 直線作成 比率点 1 1 1
4 背幅線 1 1 1 1
5 胸幅線 1 1 1
6 後ろ衿ぐり 曲線作成 基点 1 1
7 フリー 1
8 基点 1
9 直線作成 基点 1 1 1
10 後ろ肩線 2
11 1 1 1
12 前衿ぐり 2 1 5
13 曲線作成 1 3
14 前肩線 線の延長・縮小 1 1 1
15 1 1 1






22 前下がり 線の延長・縮小 1 1 1
23 ウエストライン 交点カット 2
24 直線作成 比率点 1 1
25 基点 4
26 脇線で前後を分離 部分取り出し 1 8 4






① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
作業箇所 メニューバー ツールバー 入力まるめ方法
入力まるめ
値入力 パラメータボックス 画面クリック Enter
数 選択回数 数 数 回数 値入力又は選択回数 回数 回数 回数
8 8 1 2 1 17 36 14 79
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値入力 パラメータボックス 画面クリック Enter
回数 値入力又は選択回数 回数 回数
1 原型作図 身頃原型作成1 2 1 1
2 裾 移動 磁石モード 2 2 2
3 バストライン 2 2 2
4 脇 2 2 2
5 フロントネックポイント 1 1 1
6 前下がり 1 1 1
7 サイドネックポイント 2 1 1
8 前後ショルダーポイント 2 1 1
9 線の延長・縮小 1 1 1
10 前後中心線 交点カット 4
11 背・胸幅 直線作成 比率点 1 1 1
12 1 1 1 1
13 袖ぐり線 曲線作成 基点 6
14 ノブ・ノード調節 8





値入力 パラメータボックス 画面クリック Enter
回数 値入力又は選択回数 回数 回数
1 基礎線 四角形作成 2 1 1
2 バストライン 基点 1 1 1 1
3 脇線 直線作成 比率点 1 1 1
4 背幅線 1 1 1 1
5 胸幅線 1 1 1
6 後ろ衿ぐり 曲線作成 基点 1 1
7 フリー 1
8 基点 1
9 直線作成 基点 1 1 1
10 後ろ肩線 2
11 1 1 1
12 前衿ぐり 2 1 5
13 曲線作成 1 3
14 前肩線 線の延長・縮小 1 1 1
15 1 1 1






22 前下がり 線の延長・縮小 1 1 1
23 ウエストライン 交点カット 2
24 直線作成 比率点 1 1
25 基点 4
26 脇線で前後を分離 部分取り出し 1 8 4






① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
作業箇所 メニューバー ツールバー 入力まるめ方法
入力まるめ
値入力 パラメータボックス 画面クリック Enter
数 選択回数 数 数 回数 値入力又は選択回数 回数 回数 回数
8 8 1 2 1 17 36 14 79
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